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～御協力ありがとうございました～

横須賀市では「地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）」によるご寄附として企業の皆様にご協力

をいただき、令和5年度は31事業者様から約１億３,０５５万円もの多大なるご支援を賜りました。

この度の貴重なご寄附は、「音楽・スポーツ・エンターテイメントを生かしたまちづくり」や

「YOKOSUKA e-Sports Project」、「地域子育て支援事業 愛らんど」への活用など幅広い事業分野

の財源として活用させていただきました。改めまして、この度のご寄附に心より御礼申し上げます。

1

今後も横須賀の自然や歴史・文化的遺産を生かしたまちの

活性化を進め、横須賀の再興に向けて邁進する所存でござ

いますので、引続き、企業版ふるさと納税によるご支援を

賜りますようお願い申し上げます。

横須賀市長



令和５年度 ご寄附の状況 （非公表企業２社を含む）
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ご寄附額所在地企業名称
6,000,000円大阪府大阪市北区東天満1-10-20（株）ＥＣＣ

100,000円東京都渋谷区神宮前5丁目50番5号（株）エムエスピー
100,000円愛知県名古屋市瑞穂区松月町2丁目18番地3（同）ラビッツ
100,000円東京都品川区東五反田2丁目8番5号（株）かける

3,000,000円東京都港区虎ノ門4丁目1番1号日本たばこ産業（株）
100,000円千葉県船橋市本町6丁目6番1号医療法人社団 愛葵会 東京形成美容外科

5,000,000円東京都港区港南二丁目15番1号粧美堂（株）
5,000,000円大阪府大阪市北区西天満2-4-4積水樹脂（株）

非公表東京都品川区上大崎3丁目14番35号（株）ビルダリッジ
非公表東京都品川区上大崎3丁目14番35号（株）オフィス越川

5,000,000円東京都港区六本木七丁目15番14号（株）山一商事
500,000円東京都千代田区有楽町1-13-1第一生命保険（株）
100,000円神奈川県逗子市池子2丁目8-8（株）祭天

非公表東京都港区新橋6-17-15 コーユーイノテックス（株）
100,000円埼玉県北足立郡伊奈町西小針7丁目17番地（株）アースダンボール 2



令和５年度 ご寄附の状況 （非公表企業２社を含む）

ご寄附額所在地企業名称
9,000,000円東京都品川区南大井６丁目22番７号（株）ＩＣ
3,450,000円北海道札幌市白石区中央1条3丁目2-40（株）フォンテーン
9,400,000円東京都千代田区丸の内二丁目6番1号いちご（株）
4,000,000円東京都千代田区丸の内二丁目6番1号いちご投資顧問（株）

20,000,000円東京都千代田区丸の内二丁目6番1号いちご地所（株）
2,000,000円東京都千代田区丸の内二丁目6番1号いちごECOエナジー（株）

11,300,000円東京都千代田区丸の内二丁目6番1号いちごオーナーズ（株）
3,300,000円東京都港区南麻布5丁目4番2（株）セントロ
1,500,000円埼玉県蓮田市大字閏戸2712番地1（株）中央食品工業
1,500,000円東京都品川区南大井3-28-10（一社）防災・防犯自販機協会
1,500,000円東京都大田区大森西7-5-13（株）地域みらいコンサルティング

10,000,000円大阪府大阪市北区梅田2丁目5番25号（株）ヴィーナストラベル
5,000,000円東京都千代田区丸の内2-2-2（株）トーモク
1,000,000円神奈川県横浜市金沢区福浦3－10日本発条（株）

非公表他、非公表企業２社 3



令和５年度 寄附の活用状況
１. ホームタウンチーム活動推進事業（F・マリノス奨励金）

※スポーツによる安心・安全な街づくり事業(防犯カメラ)

【R5事業費】 3,450千円 （ 寄附活用額 3,450千円 ）

事業内容

JR久里浜駅・京急久里浜駅から横浜F・マリノスのトップチームのト

レーニング拠点である「F・Marinos Sports Park」への通り道である
「久里浜 F・マリノス通り」に防犯カメラを設置し、設置エリアの防犯や安
心安全な環境を創ることを目的として実施しました。
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令和５年度 寄附の活用状況

２. 子育て家庭食糧支援事業

【R5事業費】 5,000千円 （ 寄附活用額 5,000千円 ）

事業内容

• 市内の児童扶養手当受給世帯のうち、申し込みのあった988世帯
に対して、横須賀産の野菜や手軽に使用できるレトルト食品等を中
心とした食糧配送を実施するとともに、抽選で300名の方に農業
収穫体験（いちご狩り）チケットをお配りしました。

• 市内のこども食堂11か所に対して、野菜や冷凍食品を中心とした
食糧配送を実施しました。
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令和５年度 寄附の活用状況

３. ホームタウンチーム活動推進事業（F・マリノス奨励金）

※F・マリノススポーツクラブ巡回スポーツ教室

【R5事業費】 14,000千円 （ 寄附活用額 14,000千円 ）

事業内容

ホームタウンチームである横浜Ｆ・マリノスを通じて、子どもたちに
身体を動かすことの大切さや楽しさを知ってもらうことを目的として、
Ｆ・マリノススポーツクラブのコーチが市内の小学校を巡回し、サッカー
教室を実施しました。また、教室実施校にスポーツ環境の向上に寄与
する物品（サッカーボール等）を寄贈しました。
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令和５年度 寄附の活用状況

４.子育て応援ひろば すかりぶ事業

【R5事業費】 943千円 （ 寄附活用額 100千円 ）

事業内容
• 子育て応援ひろば「すかりぶ」は、「体験しながら学ぶ」情報発信
• 横須賀で子育てをする皆さんをまちぐるみで応援する

ウエブサービスです。
• いただいたご寄附は、子育て世代の皆さんと直接交流を図る

イベント「すかりぶ おやこまつり」に活用させていただきました。
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令和５年度 寄附の活用状況
５. ホームタウンチーム活動推進事業（F・マリノス奨励金）

※自然環境の保全・活用及び循環型社会啓発事業

【R5事業費】 1,500千円 （ 寄附活用額 1,500千円 ）

事業内容

「SHIBA-Up」を通じて再製造した、廃棄人工芝由来の成果物を活
用した特別授業を小学校にて実施し、海洋プラスチックごみ問題の啓
発を行いました。

【実施校】

３月５日：大津小学校 ４年生

３月７日：明浜小学校 ３年生

３月８日：神明小学校 ４年生 8



令和５年度 寄附の活用状況

６.地域子育て支援拠点事業 愛らんど

【R5事業費】 82,430千円 （ 寄附活用額 300千円 ）

事業内容

０歳からおおむね３歳までのお子さんとその保護者等が友達づくりや
子育ての情報交換をする愛らんどに、 「おままごとセット」、「スプリン
グマット」、「大型絵本」など様々な玩具等を設置しました。

設置施設
①愛らんど追浜
②愛らんど田浦
③愛らんどウェルシティ
④愛らんどよこすか
⑤愛らんど久里浜
⑥愛らんど西
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令和５年度 寄附の活用状況

７. 大規模スポーツ大会等誘致事業 ※アーバンスポーツ

【R5事業費】 39,980千円 （ 寄附活用額 400千円 ）
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事業内容

2年目となるBMXフリースタイル公式戦「JapanCup」は、“国際大会
“にグレードアップして開催し、オリンピアンや海外選手の参加もあり、大
いに盛り上がりました。また、BMX体験会やデモンストレーション、日本
最高峰のパルクール大会「PARKOUR TOP OF JAPAN
YOKOSUKA」の開催支援など、アーバンスポーツの普及を目的とした
事業を数多く実施し、寄附金は普及事業に活用しました。

今後も、アーバンスポーツを活用した地域の活性化に取り組むととも
に、横須賀市の新たな魅力を創出・発信していきます。

©JFBF
▲JapanCup Yokosuka ▲PARKOUR TOP OF JAPAN YOKOSUKA ▲BMX体験会



令和５年度 寄附の活用状況

８. 街なかミュージック支援事業

【R5事業費】 36,835千円 （ 寄附活用額 3,000千円 ）

事業内容

街なかをステージとした音楽ライブの場を創出・提供し、常に音楽の
あふれた、ワクワクする街づくりを目的として、令和５年度は、ジャズを
テーマにした大規模音楽イベントやオンライン配信を伴う若手アーティ
ストによる音楽ライブ、バンドコンテスト等を実施しました。

11横須賀ジャズロックフェスティバル 横須賀中央駅前Yデッキライブ



令和５年度 寄附の活用状況

９. ＹＯＫＯＳＵＫＡ ｅ-Ｓｐｏｒｔｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ

【R5事業費】 25,013千円 （ 寄附活用額 2,000千円 ）

事業内容

2019年１２月からｅスポーツの普及 ・ 振興を目的とした 「Yokosuka e-Sports

Project」をスタートし、寄附金はeスポーツ大会の規模拡大や、高校部活動支援の拡充に活用

しました。

①YOKOSUKA e-Sports CUP
高校生向けのeスポーツ大会を開催し、全国から高校生

69チームが参加しました。

②YOKOSUKA e-Sports Town Club CUP

市内高校のレベル底上げを目的に、eスポーツ部５チームが出場する

eスポーツ交流戦をオフラインで開催しました。

③YOKOSUKA e-sports Scholarship（スカラーシップ）制度

市内高校生（１・２年生）から５名を選抜し、生徒の選手キャリア育成支援を行う

奨学制度を開始しました。 12



令和５年度 寄附の活用状況
１０.メタバースヨコスカ

【R5事業費】 49,899千円 （ 寄附活用額 20,000千円 ）

事業内容

①オリジナルワールドオープン
VRプラットフォーム「VRChat」内に、「ＤＯＢＵＩＴＡ＆ＭＩＫＡＳＡ
ＷＯＲＬＤ」と「ＳＡＲＵＳＨＩＭＡ ＷＯＲＬＤ」をオープンしました。

②オリジナル３Dアイテムの制作ならびに無料配布
スカジャンやご当地グルメをはじめとしたアバター２種、服16点、
小物７点の３Dアイテムを無料配布しました。

③メタバースヨコスカEDUCATION
市民向けにデジタルコンテンツの作成技術を習得し、
クリエイターとして活躍してもらうことを目的とした
プログラミング教室を実施しました。
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令和５年度 寄附の活用状況

１１.スポーツ選手応援事業（スポーツ選手応援事業活動奨励金）

【R5事業費】 7,125千円 （ 寄附活用額 1,500千円 ）

事業内容

市内トップアスリートを応援するため、令和５年１月から事業を開始し、企
業や個人からの寄附金を活用しています。

令和５年度は、対象選手６名に寄附金等を分配し、奨励金として交付しま
した。

＜対象選手＞

①オリンピック・パラリンピック強化指定選手

②各競技団体（オリンピック・パラリンピック・

デフリンピック）の強化指定選手

③ＪＯＣエリートアカデミー選手 14



令和５年度 寄附の活用状況
１２. ホームタウンチーム活動推進事業（F・マリノス奨励金）

※自然環境の保全・活用及び循環型社会推進事業

【R5事業費】 10,000千円 （ 寄附活用額 10,000千円 ）

事業内容
海洋流出や埋立処分による環境負荷が懸念される人工芝片を回

収し、マテリアルリサイクルにより、スポーツ現場で活用できるプラス
チック製品（マーカーコーン）に加工する事業（ SHIBA-Up ）を行い、
作製したマーカーコーンを市内の小学校に配布しました。
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令和５年度 寄附の活用状況
１３. ホームタウンチーム活動推進事業（F・マリノス奨励金）

※スポーツによる地域への集客・誘客促進事業

【R5事業費】 4,500千円 （ 寄附活用額 4,500千円 ）

事業内容
F・マリノススポーツクラブが保有、または関わる様々なアセットを活

用し、集客力の高いイベント（食肉祭）を実施することで、市内各所の
観光PRや横須賀市への誘客・集客に資する施策を展開しました。
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１．子育て応援ひろば すかりぶ事業 （事業費： 200千円）

２．地域子育て支援拠点事業 愛らんど （事業費：92,１５５千円）

３．大規模スポーツ大会等誘致事業[ｱｰﾊﾞﾝ] （事業費：54,738千円）

４．大規模スポーツ大会等誘致事業[ＷＳ] （事業費：50,416千円）

５．ホームタウンチーム活動推進事業 （事業費：33,000千円）

６．YOKOSUKA e-Sｐｒｔｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ （事業費：28,583千円）

７．メタバースヨコスカ （事業費：１0,000千円）

8．スポーツ選手応援事業 （事業費：11,018千円）

令和６年度の主な実施(予定)事業
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１．子育て応援ひろば すかりぶ事業

子育てイベント「わんぱくフェスティバル」と「すかりぶ おやこまつり」を

共同開催することで、市内最大級の子育てイベントを開催

○ ご寄附の活用について

• 集客ノベルティの充実（スタンプラリー景品）

• サイエンスマジックショーの開催

• フォトスポットの設置

事業内容
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２．地域子育て支援拠点事業 愛らんど

令和６年度は、市内７か所目となる「愛らんど大津」を大津行政センター

内に新たに開設します。

親子が気軽に交流できるスペースを増やし、友達づくりや子育てアドバ

イザーによる育児相談・情報提供などにより、地域の子育て支援機能の

充実を図ります。

事業内容
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3．大規模スポーツ大会等誘致事業[アーバンスポーツ]

令和6年度は、3年連続となる「JapanCup Yokosuka」を

9月に開催しました。大会コンテンツとして、地元事業者による飲食販売や

市内周遊促進企画など、地域活性化を目指した取り組みも行いました。

また、昨年度に引き続き10月にはパルクールの大会を実施したほか、

BMX体験会等の普及事業も継続して行っています。加えて、今年度は

BMXスクール等の開催やマナー啓発グッズの製作など、普及事業の拡充

を図っています。

事業内容
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4．大規模スポーツ大会等誘致事業[WS]

ANAウインドサーフィンワールドカップ横須賀・三浦大会の開催
【令和6年11月８日～11月12日】

令和6年度は、世界31か国のトッププロ74名（男子47名・女子27名）

によるスラロームレースを開催し、オンライン視聴を合わせて、5日間合

計で142,000人に観覧いただきました。

今後もワールドカップの継続開催を目指し、マリンスポーツの振興によ

る地域活性化を進めていきます。

事業内容
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5．ホームタウンチーム活動推進事業

令和４年度に引き続き、巡回スポーツ教室事業や、自然環境の保全・活用

及び循環型社会推進事業（シバップ）を実施しました。

また、JR久里浜駅・京急久里浜駅から横浜F・マリノスのトップチームの

トレーニング拠点である「F・Marinos Sports Park」への通り道である

「久里浜 F・マリノス通り」に防犯カメラを設置し、設置エリアの防犯や安心

安全な環境を創ることを目的として実施しました。

事業内容
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６． YOKOSUKA e-Sｐｒｔｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ

前年度に引き続き、全国の高校生向けの大会として、2024年に

「YOKOSUKA e-Sports CUP」を開催します。

高校生向けeスポーツ大会として知名度をさらに高めるため、決勝

トーナメントを初のオフライン開催し、大会の規模の拡大を図ります。

さらに、市内高校の交流戦や、教育支援制度の拡充のほか、市民向け

「eスポーツ体験会」の開催など、幅広い年齢層へのeスポーツの振興も

図っていきます。

事業内容
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７．メタバースヨコスカ

メタバースヨコスカで使用しているVRプラットフォーム「VRChat」を

活動の軸に据えつつ、他プラットフォームにもスカジャン３Dデータを横展

開していくなど、メタバースを活用した横須賀市の魅力向上やブランド力

向上に引き続き取り組んでいきます。

また、リアルな横須賀への来訪者増に繋がるような施策を更に打ち出し

ていくことで、市内の活性化を図ります。

事業内容

24



8．スポーツ選手応援事業

引き続き、国内や世界で活躍する本市のスポーツ選手を応援するため、

企業や個人からの寄附等を活用し、奨励金を交付していきます。

＜対象選手＞

① オリンピック・パラリンピック強化指定選手

② 各競技団体（オリンピック・パラリンピック・デフリンピック）の

強化指定選手

③ ＪＯＣエリートアカデミー選手

事業内容

25



各種プロジェクトを進めていくにあたり、「企業版ふるさと納税制度」

を活用しながら、企業の皆様からご支援をいただきたいと考えておりま
す。
横須賀市はこれまでも様々な分野の民間事業者様と連携して事業を

進めてまいりました。今後も民官連携によって、まちを活性化させる取
組みを積極的に進め、横須賀市の新たな魅力発信を行ってまいります。

横須賀市の企業版ふるさと納税について
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① 雇用創出

企業や大規模プロジェクトの誘致、
AIやIoTなどの未来技術の活用推
進を通じて地域経済の活性化を図
ります。

② まちづくりの推進

③ ライフサポート ④ 都市環境の整備

災害・防災・防犯体制の強化、医療・
介護体制の整備などを通して誰も
が住み慣れた地域で暮らし続ける
ことのできるまちの実現を目指しま
す。

地域特性を活かした教育機会の提
供などにより子育て・教育環境の充
実を図り、結婚・出産・子育ての希望
を叶えます。

歴史や文化、音楽、スポーツ、エン
ターテイメントを活かしたにぎわい
の創出により、観光立市の実現を目
指します。

横須賀市の企業版ふるさと納税について
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財務部 財務管理課

横須賀市小川町11番地 本館１号館５階

ＴＥＬ 046‐822‐8276
ＦＡＸ 046‐822‐7795
E-mail rp-fi@city.yokosuka.kanagawa.jp

【企業版ふるさと納税の制度に関すること】


